
一
、
近
世
の
出
版
文
化
史
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
御
書

　

日
本
に
お
け
る
印
刷
文
化
は
、
天
平
宝
宇
八
（
七
六
四
）
年
に
称
徳
天
皇
が
供
養
の
た
め
に
制
作
し
た
『
百
万
塔
陀
羅
尼
』
に
始
ま
る
。
以
後
、
仏
像

の
胎
内
納
入
の
た
め
に
印
刷
さ
れ
た
印
仏・
摺
仏
が
伝
わ
る
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
印
刷
文
化
の
担
い
手
は
寺
院
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
奈
良
時
代

か
ら
中
世
に
至
る
間
、
多
く
の
本
が
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
版
地
の
名
称
な
ど
を
取
っ
た
、
高
野
版
、
春
日
版
、
叡
山
版
、
浄
土
教
版
、
五
山

版
な
ど
が
伝
わ
る
。
こ
れ
ら
中
世
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
本
は
古
版
本
と
総
称
さ
れ
て
い
る
。
古
版
本
が
寺
院
に
お
い
て
印
刷・

出
版
さ
れ
た
の
は
、
僧

侶
の
研
鑚
に
よ
る
需
要
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
古
版
本
の
特
徴
と
し
て
、
す
べ
て
整
版
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
整
版
と
は
、
彫
刻

さ
れ
た
板
木
を
原
版
と
し
、
そ
の
一
面
に
墨
を
塗
り
、
上
か
ら
用
紙
を
あ
て
馬
楝
で
擦
っ
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
を
い
う
〔
竹
下
〕。

　

戦
国
時
代
を
経
て
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
に
出
兵
し
た
折
、
大
陸
よ
り
印
刷
文
化
を
持
ち
か
え
っ
た
こ
と
で
、
我
が
国
に
活
字
文
化
が
栄
え
た
と
い
わ
れ

る
〔
小
秋
元
〕。
活
字
版
と
は
、
文
字
を
一
文
字
も
し
く
は
複
数
の
文
字
を
木
に
彫
刻
も
し
く
は
銅
で
鋳
造
し
た
活
字
を
用
い
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
を
い

う
。
特
に
、
文
禄
（
一
五
九
三
～
九
六
）・

慶
長
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）・

元
和
（
一
六
一
五
～
二
四
）・

寛
永
（
一
六
二
四
～
四
五
）・

正
保
（
一
六
四
五
～
四
八
）・

慶
安

（
一
六
四
八
～
五
二
）
の
約
五
十
年
間
に
活
字
で
印
刷・

出
版
さ
れ
た
本
を
、
以
後
継
続
的
に
出
版
さ
れ
る
活
字
版
と
時
期
的
な
上
で
区
別
を
し
て
古
活
字

版
と
呼
ん
で
い
る
。
古
活
字
版
は
、
書
肆
に
よ
る
出
版
、
す
な
わ
ち
町
版
も
あ
る
が
、
多
く
は
天
皇
や
寺
院
の
ほ
か
、
権
力
者
や
医
師・

学
者
な
ど
と

近
世
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け
る
御
書
関
係
書
籍
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版
事
情
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観
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い
っ
た
知
識
人
に
よ
る
出
版
が
多
い
。
朝
鮮
か
ら
の
活
字
文
化
の
移
入
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
活
字
文
化
を
輸
入
し
て
キ
リ
シ
タ
ン

版
を
出
版
し
て
お
り
、
中
に
は
古
活
字
版
の
起
源
を
キ
リ
シ
タ
ン
版
に
求
め
る
研
究
者
も
い
る
〔
佐
々
木
〕。

　

一
方
、
整
版
は
『
百
万
塔
陀
羅
尼
』（
七
七
〇
年
）
以
後
、
戦
国
時
代
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
用
い
ら
れ
た
。
古
活
字
版
の
出
版
に
よ
り
、
整
版
は
一
時

的
に
少
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
活
字
は
一
度
版
を
組
み
、
あ
る
程
度
印
刷
を
す
る
と
版
を
崩
し
て
し
ま
う
た
め
、
大
量
出
版
に
は
向
か
な
い
技
法
で

あ
っ
た
。
次
第
に
書
物
へ
の
受
容
が
拡
大
し
た
世
情
に
合
わ
せ
、
本
の
出
版
は
商
業
化
さ
れ
る
。
古
活
字
版
は
、
そ
の
印
刷
過
程
か
ら
商
業
的
な
供
給

に
は
絶
え
ら
れ
ず
、
再
び
整
版
が
主
流
と
な
り
、
近
世
の
出
版
文
化
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
出
版
文
化
史
上
に
日
蓮
宗
関
係
書
籍
を
当
て
は
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

日
蓮
宗
関
係
書
籍
は
、
古
版
本
の
一
角
を
担
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
か
ら
の
活
字
技
術
の
流
入
に
よ
っ
て
盛
ん
と
な
っ
た
活

字
文
化
は
、
日
蓮
宗
寺
院
に
お
い
て
い
ち
早
く
用
い
ら
れ
た
。
特
に
、
こ
の
時
代
の
古
活
字
版
に
よ
る
出
版
と
し
て
、
本
国
寺
版・

要
法
寺
版・

本
能

寺
版・

下
総
檀
林
版
な
ど
の
寺
院
版
が
知
ら
れ
て
い
る
。
川
瀬
一
馬
氏
に
よ
る
と
、
文
化
人
で
あ
る
本
阿
弥
光
悦
や
朝
鮮
出
兵
に
直
接
関
わ
っ
た
加
藤

清
正
と
日
蓮
宗
の
関
わ
り
を
指
摘
し
、
早
い
段
階
で
の
技
術
移
入
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
〔
川
瀬
〕。
そ
の
後
、
町
版
が
台
頭
し
、
古
活
字
版
か
ら
整
版

に
移
行
し
た
後
も
、
日
蓮
宗
関
係
書
籍
は
引
き
続
き
出
版
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
村
上
勘
兵
衛
ほ
か
四
書
肆
に
よ
る
法
華
宗
門
書
堂
の
設
立
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
盛
ん
な
出
版
活
動
が
見
ら
れ
る
〔
冠
①
〕。

　

日
蓮
聖
人
の
遺
文
（
以
下
「
御
書
」
と
呼
称
す
る
）
も
、
こ
う
し
た
出
版
文
化
史
か
ら
み
た
と
き
、
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
す

な
わ
ち
、『
録
内
御
書
』
が
古
活
字
版
で
少
な
く
と
も
三
種
類
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
録
内
御
書
』
の
古
活
字
版
は
、
出

版
文
化
史
の
中
で
そ
れ
程
積
極
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
目
録
を
含
め
た
四
十
一
冊
も
の
厖
大
な
冊
数
を
、
そ
れ
も
三
度
出
版

し
た
こ
と
は
、
他
の
本
に
比
べ
て
極
め
て
積
極
的
な
出
版
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
も
っ
と
出
版
文
化
史
の
中
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
整
版
の
時
期
に
至
る
も
、
寛
永
後
期
と
い
う
こ
れ
も
商
業
出
版
と
し
て
は
早
期
の
う
ち
に
、
二
種
類
の
『
録
内
御
書
』
が
出
版
さ
れ
て
お

り
、
以
後
継
続
的
に
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、『
録
外
御
書
』
も
寛
文
二
年
に
出
版
以
後
、
継
続
的
な
出
版
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
出
版
文
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化
史
上
に
あ
っ
て
、
御
書
は
多
種
多
数
の
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
御
書
の
伝
承
に
つ
い
て
、
中
世
は
写
本
の
時
代
、
近
世
は
刊
本
の
時

代
と
言
わ
れ
る
所
以
は
こ
う
し
た
歴
史
に
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
近
世
日
蓮
門
下
に
お
い
て
出
版
文
化
と
と
も
に
展
開
し
た
御
書
の
出
版
事
情
に
つ
い
て
、
書
誌
学
の
手
法
に
基
づ
い
て
概
観
、
考
察
し

た
い
。

二
、
近
世
に
お
け
る
御
書
の
出
版

　

御
書
は
、『
録
内
御
書
』
と
『
録
外
御
書
』
に
分
割
さ
れ
る
。
日
蓮
聖
人
滅
後
お
よ
そ
一
二
〇
年
頃
に
『
録
内
御
書
』
が
収
集
さ
れ
た
と
い
い
、
い
く

つ
か
成
立
事
情
の
検
討
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
断
定
で
き
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
お
ら
ず
、
成
立
経
緯
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。『
録
内
御
書
』
の

編
纂
で
漏
れ
た
御
書
は
、『
録
外
御
書
』
と
し
て
一
括
さ
れ
た
。

　

本
項
で
は
、『
録
内
御
書
』『
録
外
御
書
』
の
近
世
に
お
け
る
出
版
事
情
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

ア
、『
録
内
御
書
』

　
『
録
内
御
書
』
は
、
現
在
古
活
字
版
が
少
な
く
と
も
三
種
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ・

Ａ′・

Ｂ
本
の
二
種
三
版
で
あ
る
。
Ａ

と
Ｂ
は
活
字
の
種
類
で
分
別
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
の
活
字
で
二
回
版
を
作
っ
て
印
刷
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

Ｂ
本
に
つ
い
て
は
、
冠
賢
一
氏
が
真
迢
『
破
邪
顕
正
記
』
の
指
摘
よ
り
、
同
一
本
文
と
い
う
点
か
ら
本
国
寺
版
と
指
摘
す
る
〔
冠
①
〕。
ま
た
、
池
田

令
道
氏
が
本
満
寺
本
と
日
重
本
と
Ｂ
本
の
本
文
の
近
似
性
か
ら
本
国
寺
版
と
指
摘
す
る
〔
池
田
〕。
さ
ら
に
、
筆
者
も
法
忍
寺
妙
義
文
庫
に
所
蔵
す
る
Ｂ

本
の
表
紙
裏
張
り
か
ら
、
本
国
寺
版
『
天
台
法
華
疏
義
纉
』『
法
華
文
句
随
問
記
』『
大
乗
止
観
法
門
宗
円
記
』
の
刷
り
破
れ
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
国
寺
版
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
は
、
Ｂ
本
が
本
国
寺
版
の
活
字
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
確
実
に
本
国
寺
か
ら
出
版
さ
れ
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た
と
い
う
断
定
的
証
拠
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
状
況
証
拠
の
集
ま
り
で
は
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
状
況
証
拠
が
揃
っ
て
お

り
、
Ｂ
本
は
本
国
寺
版
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
〔
堀
部
④
〕。
た
だ
し
、
観
妙
日
存
の
『
金
山
抄
』
に
は
本
国
寺
と
久
左
衛
門
と
い
う

書
肆
の
関
わ
り
の
中
で
『
録
内
御
書
』
の
出
版
を
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
も
あ
る
〔
堀
部
⑤
〕。

　

一
方
、
Ａ
種
本
に
つ
い
て
は
、
冠
氏
は
本
国
寺
版
と
い
い
、
池
田
氏
は
寺
院
版
と
す
る
が
、
双
方
と
も
そ
の
確
定
的
証
拠
が
な
い
。
日
蓮
宗
関
係
書

籍
の
古
活
字
版
は
、
例
え
ば
日
澄
の
『
日
出
台
隠
記
』
な
ど
の
町
版
も
あ
り
（
庄
右
衛
門
版
、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
）、
筆
者
は
両
氏
の
よ
う
な
断
言
は
出
来
な

い
と
考
え
て
い
る
〔
堀
部
④
〕。

　

筆
者
の
調
査
で
は
、
Ａ
本
は
一
一
冊
、
Ａ′
本
は
一
六
冊
、
Ｂ
本
は
九
三
冊
の
現
存
を
確
認
し
て
い
る
。
な
お
、
古
活
字
版
『
録
内
御
書
』
の
諸
版
の

【
図
版
】
を
一
～
三
と
し
て
、
参
考
ま
で
に
掲
示
し
た
。

　

世
上
で
古
活
字
版
か
ら
整
版
に
変
わ
る
時
期
、『
録
内
御
書
』
も
整
版
が
同
時
期
に
二
種
類
出
版
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
十
九
年
版
と
寛
永
二
十

年
版
で
あ
る
。
双
方
と
も
に
、
古
活
字
版
Ａ′
本
を
版
下
作
成
の
底
本
と
し
て
用
い
た
、
い
わ
ゆ
る
古
活
字
版
Ａ′
本
の
覆
刻
整
版
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

【図版２】古活字版Ａ′本
巻28―１丁オ

� 法忍寺妙義文庫蔵

【図版１】古活字版Ｂ本
巻３－１丁オ

� 国立国会図書館蔵
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一
瞥
す
る
と
寛
永
両
版
は
同
一
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
詳
し
く
対
照
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
お
い
て
相
違
が
明
ら
か
と
な
る
。
例
え
ば
、
寛
永

十
九
年
版
で
は
、
目
録
に
御
書
の
識
別
番
号
と
も
い
う
べ
き
番バ
ン

號ヅ
ケ

が
あ
る
が
、
寛
永
二
十
年
版
で
は
、
こ
の
番
號
が
目
録
に
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
寛
永
十
九
年
版
で
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
の
巻
末
に
の
み
校
合
し
た
本
が
記
さ
れ
る
一
方
で
、
寛
永
二
十
年
版
で
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
を
含
め
二

十
四
編
の
御
書
に
校
合
本
が
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
以
御
正
本
校
之
畢
」
や
「
以
正
中
山
御
真
筆
得
於
日
通
師
写
之
本
校
合
畢
」
な
ど
と
註
記
さ
れ

て
お
り
、
真
蹟
及
び
日
通
の
真
蹟
対
校
本
と
校
合
し
た
と
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
漢
文
体
の
御
書
に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
九
年
版
で
は
白
文
に
な
っ
て
い

る
御
書
が
多
い
が
、
寛
永
二
十
年
版
に
な
る
と
ほ
ぼ
返
り
点
が
付
さ
れ
る
〔
冠
②
〕。
こ
の
よ
う
に
、
同
一
の
底
本
に
よ
る
覆
刻
整
版
で
あ
り
な
が
ら
、

い
く
つ
も
の
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　

寛
永
十
九
年
版
及
び
寛
永
二
十
年
版
は
、
そ
れ
ぞ
れ
後
継
の
本
が
出
版
さ
れ
た
。

　

寛
永
十
九
年
版
は
、
同
本
の
覆
刻
版
が
出
版
さ
れ
た
。
筆
者
が
版
面
な
ど
の
対
照
を
行
い
、
新
発
見
と
し
て
報
告
し
た
版
種
で
あ
る
。
覆
刻
版
と
は
、

「
既
刊
本
を
底
本
と
し
て
、
そ
の
版
式
通
り
に
模
し
て
版
木
を
作
り
、
出
版
し
た
本
」
を
意
味
す
る
〔
冨
士
〕。
す
な
わ
ち
、
版
木
を
改
め
て
出
版
し
て
い

【
図
版
の
二
次
使
用
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
】

【図版３】古活字版Ａ本
巻３－２丁オ

� 立正大学図書館蔵
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る
。
寛
永
十
九
年
版
で
は
白
文
の
御
書
が
多
く
、
出
版
に
当
た
っ
て
対
校
し
た
本
が
明
記
さ
れ
る
の
は
『
観
心
本
尊
抄
』
の
み
で
あ
る
こ
と
や
、
番
號

が
あ
る
と
い
う
特
徴
を
述
べ
た
が
、
覆
刻
版
で
は
こ
う
し
た
特
徴
と
は
真
逆
の
特
徴
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
十
九
年
版
と
覆
刻
版
、
そ
し
て
寛
永

二
十
年
版
の
三
種
を
比
較
対
照
す
る
と
、
覆
刻
版
は
版
式
が
寛
永
十
九
年
版
に
酷
似
し
つ
つ
も
、
内
容
的
特
徴
（
漢
文
に
返
り
点
送
り
仮
名
が
あ
る
、
対
校
本
が

記
さ
れ
る
、
番
號
が
割
愛
さ
れ
る
、
な
ど
）
は
明
ら
か
に
寛
永
二
十
年
版
に
準
じ
て
い
る
。
寛
永
十
九
年
版
と
二
十
年
版
は
出
版
に
わ
ず
か
八
ヶ
月
間
ほ
ど
の

差
で
し
か
な
く
、
こ
の
期
間
に
目
録
を
含
め
て
四
十
一
冊
も
の
本
を
作
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
し
て
、
内
容
的
に
は
明
ら
か
に
寛
永
二
十

年
版
に
酷
似
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
寛
永
十
九
年
版
の
覆
刻
版
は
、
寛
永
二
十
年
版
が
出
版
さ
れ
た
後
、
同
版
を
模
倣
し
て
作
成・

出
版
さ
れ
た

も
の
と
断
言
で
き
る
。
こ
の
寛
永
十
九
年
版
の
覆
刻
版
は
、
書
誌
学
的
名
称
に
基
づ
き
「
覆
寛
永
十
九
年
版
」
と
名
付
け
、
こ
れ
ま
で
何
点
か
の
論
文

を
発
表
し
て
、
そ
の
特
徴
を
明
示
し
て
き
た
〔
堀
部
①
、
な
ど
〕。

　

寛
永
二
十
年
版
は
、
寛
文
九
年
に
法
華
宗
門
書
堂
に
よ
っ
て
再
度
出
版
さ
れ
た
。
寛
文
九
年
版
は
、
寛
永
二
十
年
版
の
後
印
本
で
あ
り
、
両
版
で
の

差
異
は
管
見
に
入
っ
て
い
る
限
り
で
巻
四
十
の
刊
記
部
分
の
み
で
あ
る
。
そ
の
後
、
宝
暦
六
年
版
が
出
版
さ
れ
る
が
、
本
版
は
巻
一
の
内
題
『
立
正
安

国
論
』
の
下
に
「
寶
暦
修
補
本
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
二
十
年
版・

寛
文
九
年
版
か
ら
多
少
の
変
更
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
変
更
は
、
単
に
版
木

が
摩
耗
し
た
補
刻
だ
け
で
な
く
、
表
記
内
容
に
変
更
も
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
入
木
の
ほ
か
、
一
部
版
木
を
改
め
た
部
分
も
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
古
活
字
版
Ａ′
本
の
覆
刻
整
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
寛
永
両
版
は
、
そ
れ
ぞ
れ
後
継
本
が
あ
り
、
二
系
統
の
整
版
本
が
出
版
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
寛
永
十
九
年
版
系
（
寛
永
十
九
年
版・
覆
寛
永
十
九
年
版
）、
寛
永
二
十
年
版
系
（
寛
永
二
十
年
版・

寛
文
九
年
版・

宝
暦
六
年
版
）
と
名

付
け
た
。
こ
れ
ら
整
版
本
は
す
べ
て
町
版
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
十
九
年
版
は
中
嶋
四
郎
左
衛
門
、
寛
永
二
十
年
版
は
庄
右
衛
門
、
寛
文
九
年
版

は
四
書
肆
に
よ
る
法
華
宗
門
書
堂
、
宝
暦
六
年
版
は
村
上
勘
兵
衛
で
あ
る
（
途
中
、
蓍
屋
宗
八
に
版
権
が
移
る
時
期
が
あ
る
）。
な
お
、
覆
寛
永
十
九
年
版
は
巻

四
十
が
複
数
現
存
す
る
も
の
の
刊
記
は
存
在
せ
ず
、
出
版
書
肆
は
判
然
と
し
な
い
。
恐
ら
く
は
現
在
で
言
う
と
こ
ろ
の
海
賊
版
の
類
い
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
、
刊
記
が
存
在
し
な
い
の
だ
ろ
う
。
勇
猛
院
日
麑
の
『
祖
書
編
集
考
』
に
よ
る
と
、「
勘
左
衛
門
版
」
と
い
う
版
の
存
在
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の

本
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
確
証
も
な
い
た
め
、
さ
ら
な
る
検
討
が
待
た
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
整
版
本
は
二
種
五
版
の
出
版
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
出
版
事
情
を
図
示
す
る
と
【
資
料
１
】
の
よ
う
に
な
る
。
古
活
字
版
に
つ

い
て
は
出
版
順
序
を
確
定
す
る
証
拠
が
な
く
、【
資
料
１
】
で
は
便
宜
上
の
表

記
で
あ
る
。
古
活
字
版
Ａ′
本
を
底
本
と
し
て
、
整
版
の
寛
永
十
九
年
版
と
寛

永
二
十
年
版
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
後
継
が
あ
る
た
め
、
筆
者
は
「
寛

永
十
九
年
版
系
」「
寛
永
二
十
年
版
系
」
と
紹
介
し
た
〔
堀
部
③
〕。
寛
永
十
九

年
版
系
は
廃
れ
る
が
、
寛
永
二
十
年
版
系
は
宝
暦
六
年
版
が
近
代
ま
で
出
版

さ
れ
続
け
た
。
そ
し
て
、『
録
外
御
書
』
を
含
め
た
編
年
体
に
並
べ
替
え
ら
れ

た
小
川
泰
堂
の
『
高
祖
遺
文
録
』、
そ
し
て
『
縮
冊
遺
文
』
へ
と
展
開
す
る
の

で
あ
る
。イ

、『
録
外
御
書
』

　
『
録
外
御
書
』
は
『
録
内
御
書
』
の
選
定
か
ら
漏
れ
た
も
の
を
集
成
し
た
も

の
だ
が
、
そ
の
中
で
最
も
ま
と
ま
っ
た
刊
本
は
、
二
十
五
冊
本
と
し
て
出
版

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
寛
文
二
年
版
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
『
録
内
御
書
』

と
一
括
し
て
寛
文
九
年
版
、
宝
暦
六
年
版
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
『
録
外
御

書
』
二
十
五
巻
本
は
す
べ
て
整
版
で
あ
り
、
筆
者
の
管
見
で
は
、
諸
版
間
の

表
記
に
大
き
な
変
更
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
『
録
外
御
書
』
と

し
て
、『
他
受
用
御
書
』
が
出
版
さ
れ
た
。『
録
外
御
書
』
は
こ
の
他
に
『
三

【
資
料
１
】『
御
書
』
の
近
世
刊
本
か
ら
近
代
御
書
集
へ
の
系
譜
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宝
寺
録
外
』
や
『
本
満
寺
録
外
』
な
ど
い
く
つ
か
の
種
類
が
伝
承
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
出
版
は
な
い
。
こ
う
し
た
御
書
の
出
版
事
情
か
ら
考
え
た
と

き
、
近
世
に
お
い
て
『
録
内
御
書
』
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ウ
、
そ
の
他

　

こ
の
ほ
か
、
特
記
し
て
お
き
た
い
御
書
の
出
版
と
し
て
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

　

ま
ず
、
古
活
字
版
『
録
内
御
書
』
に
先
行
す
る
御
書
の
出
版
と
し
て
、
慶
長
年
間
に
五
大
部
ほ
か
数
冊
の
御
書
の
出
版
が
あ
っ
た
。
本
書
は
、
出
版

さ
れ
た
時
期
か
ら
慶
長
本
と
か
、
出
版
冊
数
か
ら
百
部
刷
本
な
ど
と
呼
称
さ
れ
る
。
久
成
日
相
の
『
御
書
和
語
式
』
に
は
、
慶
長
本
の
出
版
に
関
わ
る

詳
細
な
事
情
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
身
延
山
に
て
出
版
さ
れ
、
印
板
が
身
延
山
に
あ
っ
た
と
い
う
。
日
相
の
当
時
、
既
に
同
本
は
現
存
せ
ず
、

か
ろ
う
じ
て
確
認
の
取
れ
た
も
の
を
借
用
し
て
、
本
文
の
対
照
を
し
た
と
い
う
〔
堀
部
②
〕。
後
に
深
見
要
言
が
「
本
化
高
祖
御
書
」
と
称
す
る
五
大
部

を
中
心
と
し
た
本
を
出
版
し
た
が
、
こ
れ
も
慶
長
本
を
ベ
ー
ス
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
慶
長
本
の
う
ち
の
一
冊
「
観
心
本
尊
抄
」
が
発
見
さ
れ
、

影
印
版
が
公
開
さ
れ
た
〔
日
教
研
紀
要
〕。

　
『
録
内
御
書
』
四
十
一
冊
、『
録
外
御
書
』
二
十
五
冊
が
出
版
さ
れ
た
後
、
こ
れ
ら
に
収
録
さ
れ
る
個
別
の
御
書
が
単
発
で
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
五

大
部
ほ
か
数
抄
の
書
き
下
し
御
書
も
出
版
さ
れ
た
。

三
、
近
世
の
御
書
関
連
書
籍
の
出
版

　

近
世
に
出
版
さ
れ
た
複
数
の
『
書
籍
目
録
』
に
は
、
日
蓮
宗
を
「
當
宗
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
他
宗
が
固
有
名
詞
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
中
で
の
「
當

宗
」
と
い
う
呼
称
は
、
明
ら
か
に
他
宗
に
比
べ
て
主
体
的
で
あ
る
。
法
華
宗
門
書
堂・
村
上
勘
兵
衛
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
の
主
体
的
名
称
と
相
ま
っ
て
、
日
蓮
宗
関
係
書
籍
の
出
版
は
隆
盛
を
極
め
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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そ
の
中
で
、
御
書
の
出
版
に
限
っ
て
述
べ
る
と
、
前
項
の
通
り
近
世
で
は
『
録
内
御
書
』『
録
外
御
書
』
を
は
じ
め
、
御
書
の
本
文
、
す
な
わ
ち
テ
キ

ス
ト
は
数
多
く
の
出
版
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
他
の
御
書
に
関
す
る
書
籍
の
出
版
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
抄
録
さ
れ
た
要
文
集
と
呼
称
さ
れ
る
御
書
集

が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
雅
の
編
集
し
た
『
品
類
御
書
』
は
、
寛
永
五
年
に
出
版
さ
れ
た
古
活
字
版
が
現
存
し
て
お
り
（
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
）、
以
後
整
版
も

出
版
さ
れ
た
。
日
性
撰
の
『
御
書
要
文
集
』
も
出
版
さ
れ
る
が
、
果
た
し
て
円
智
日
性
撰
と
し
て
良
い
の
か
は
疑
問
が
残
る
〔
堀
部
⑦
〕。
ま
た
、
日
健

等
撰
の
『
御
書
抄
』
や
日
修・

日
性
撰
の
『
御
書
註
』、
日
講
の
『
録
内
啓
蒙
』
と
い
っ
た
御
書
の
注
釈
書
、
日
諦
の
『
御
書
目
次
』
は
、
御
書
の
名
称

を
編
年
体
で
列
記
し
た
目
次
で
、
こ
う
し
た
御
書
関
係
書
籍
が
近
世
に
お
い
て
多
数
出
版
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
近
世
に
出
版
さ
れ
た
御
書
関
連
の
書
籍
を
録
内
、
録
外
、
要
文
、
注
釈
、
目
次
に
分
類
し
て
列
記
す
る
と
、【
資
料
２
】
の
よ
う
に
な
る
。
こ

の
分
類
に
着
目
し
て
、
年
代
順
に
見
て
み
た
い
。
ま
ず
、
近
世
初
期
は
テ
キ
ス
ト
や
注
釈
書
、
要
文
集
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
後
期
に
な
る
と
目

次
の
出
版
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
初
期
で
は
録
内・

録
外
の
区
別
が
主
体
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
時
代
が
下
が
る
と
、
次
第
に
成
立
順
、
す
な

わ
ち
編
年
体
に
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、【
資
料
２
】
の
表
に
よ
っ
て
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
く
と
、
刊
年
不
明
の
本
の
中
で
、
録
外
の
『
十
王
讃
歎
抄
』
が
中
村
五
兵
衛
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
〔
松
岡
〕、
中
村
は
近
世
の
早
い
時
期
に
活
躍
し
た
書
肆
で
あ
り
、
出
版
年
次
の
表
記
は
な
い
も
の
の
早
い
時
期
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
り
、
興
味
深
い
事
例
と
い
え
る
。

　

深
見
要
言
（
生
没
年
不
詳
）
の
編
著
が
多
数
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
深
見
は
五
大
部
を
は
じ
め
と
す
る
テ
キ
ス
ト
の
出
版
を
し
た
だ
け
で
な

く
、
要
文
集
や
注
釈
書
も
出
版
し
た
。

　
【
資
料
２
】
を
一
瞥
し
た
と
き
、
個
別
御
書
の
注
釈
書
は
そ
れ
程
多
く
は
な
い
が
、
そ
の
中
で
も
『
立
正
安
国
論
』
の
注
釈
書
が
多
く
出
版
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
程
、
近
世
で
は
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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【資料２】御書に関する書籍の出版一覧

№ 出版年 西暦 題　名 巻数 編著者 活字整版 種類 備　考

１ 慶長年間 御書五大部 ５ 整版 録内（個）整版は『和語式』の情報

２ 録内御書 41 古活 録内（全）

３ 録内御書 41 古活 録内（全）

４ 録内御書 41 古活 録内（全）

５ 寛永５ 1628 御書要文集 ５ 古活 要文 品類御書

６ 寛永19 1642 録内御書 41 整版 録内（全）

７ 寛永20 1643 録内御書 41 整版 録内（全）

８ 寛永21 1644 御書註 18 日性等 整版 注釈

９ 正保４ 1647 品類御書 ６ 日雅 整版 注釈

10 正保５ 1648 御書音義 ２ 整版 注釈

11 慶安２ 1649 他受用御書 ８ 整版 録外

12 承応３ 1654 御義口伝 ２ 整版 録外

13 明暦４ 1658 御書鈔 25 日健等 整版 注釈

14 万治２ 1659 録内御書条箇 ２ 整版 注釈

15 万治３ 1660 日蓮大聖人十一通之回状 １ 整版 録外

16 寛文２ 1662 録外御書 26 整版 録外

17 寛文５ 1665 立正安国論私記 ２ 日遠 整版 注釈

18 寛文９ 1669 録内御書 41 整版 録内（全）寛永20年版の再版

19 寛文９ 1669 録外御書 26 整版 録外 寛文２年版の再版

20 寛文９ 1669 開目抄講談 ２ 日禘 整版 注釈

21 寛文９ 1669 御書鈔 25 日健等 整版 注釈 明暦４年版の再版

22 寛文９ 1669 御書註 18 日性等 整版 注釈 寛永21年版の再版

23 寛文９ 1669 他受用御書 ８ 整版 録外 慶安２年版の再版

24 延宝７ 1679 御書科文 ４ 整版 注釈 録内御書分

25 延宝８ 1680 御書見聞 17 日朝 整版 注釈

26 延宝８ 1680 観心本尊抄私見聞 １ 日常 整版 注釈

27 延宝９ 1681 御書和語式 ５ 日相 整版 注釈

28 天和元 1681 早勝問答 １ 整版 録外

29 貞享３ 1686 録内外類聚 ２ 整版 注釈

30 元禄元 1688 御書拾遺和語記 ２ 日性 整版 注釈

31 正徳３ 1713 録内啓蒙 36 日講 整版 注釈

32 正徳６ 1716 崑玉提要集 ２ 日重 整版 要文
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№ 出版年 西暦 題　名 巻数 編著者 活字整版 種類 備　考

33 享保６ 1721 御義口伝 ２ 整版 録外

34 享保13 1728 録内扶老 15 日好 整版 注釈

35 享保17 1732 録内拾遺 ８ 日好 整版 注釈

36 寛延４ 1751 御義口伝 ２ 整版 録外

37 宝暦６ 1756 録内御書 41 整版 録内（全）

38 宝暦６ 1756 録外御書 26 整版 録外

39 宝暦12 1762 立正安国論 １ 整版 録内（個）

40 安永８ 1779 祖書目次 １ 日諦 整版 目次

41 享和２ 1802 祖書綱要刪略 ７ 日導・日寿 整版 注釈

42 文化５ 1808 御書五大部 14 深見要言 整版 録内（個）

43 文化５ 1808 高祖御書略 ３ 深見要言 整版 要文

44 文化５ 1808 立正安国論説義 ２ 深見要言 整版 注釈

45 文政11 1828 録内御書目録 １ 深見要言 整版 目次

46 天保３ 1832 祖書肝要集 ３ 整版 要文

47 天保４ 1833 身延山御抄 １ 整版 録内（個）

48 天保４ 1833 立正安国論、ほか ７カ 整版 録内（個）書き下し版

49 天保５ 1834 立正安国論 １ 整版 録内（個）

50 天保８ 1837 崑玉提要集 ２ 日重 整版 要文 正徳６年版の再版

51 天保13 1842 祖書続集 ３ 整版 録外

52 弘化３ 1846 祖書目次 １ 日諦 整版 目次 弘化改刻・日英

53 嘉永７ 1854 立正安国論 １ 整版 録内（個）

54 慶応元 1865 高祖遺文録 30 小川泰堂 整版

55 刊年不明 祖書編輯考 １ 日麑 整版 編纂史

56 刊年不明 御書要文 ２ 日性 整版 要文 中村五兵衛版

57 刊年不明 御書要文集 ６ 日雅 整版 要文 品類御書

58 刊年不明 身延山記 １ 整版 要文

59 刊年不明 十王讃歎抄 １ 整版 録外 中村五兵衛版あり（松岡）

60 刊年不明 立正安国論新註 ３ 日英 整版 注釈

61 刊年不明 法華初心成佛抄 １ 整版 録内（個）

62 刊年不明 法華六部書 ７ 整版 録内（個）天保四年版の後印か

63 刊年不明 録外微考 ２ 日好 整版 注釈
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四
、『
録
内
御
書
』
の
本
文
の
問
題

　

仏
教
学
研
究
、
す
な
わ
ち
思
想
研
究
を
主
体
と
す
る
分
野
で
は
、
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
解
釈
を
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
は
思
想
研
究
に
と
っ

て
必
須
の
ア
イ
テ
ム
と
言
え
、
最
も
重
要
な
研
究
素
材
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
も
、
収
録
さ
れ
る
書
籍
に
よ
っ
て
若
干
の
相
違
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
で
は
、
テ
キ
ス
ト
を
デ
ー
タ
と
し
て
入
力
し
、
全
く
同
じ
も
の
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、

ア
ナ
ロ
グ
時
代
で
あ
っ
た
頃
は
、
多
少
の
ず
れ
が
生
じ
た
。
コ
ピ
ー
機
が
出
現
す
る
以
前
は
、
手
で
書
き
写
し
た
の
で
あ
り
、
人
間
の
行
為
に
は
多
少

な
り
と
も
誤
り
が
生
じ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
し
て
、
近
世
以
前
の
く
ず
し
字
を
用
い
て
い
た
時
代
は
、
誤
読
が
生
じ
、
誤
読
さ
れ
た
も
の
が
転
写

さ
れ
る
こ
と
で
さ
ら
に
文
章
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
い
写
本
や
刊
本
に
は
多
少
な
り
と
も
テ
キ
ス
ト
に
相
違
が
見
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
各
分
野
の
文
献
は
専
門
家
に
よ
っ
て
地
道
に
本
文
異
同
の
有
り
様
が
調
査
、
報
告
さ
れ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
こ
う
し
た
、
諸
本
を
比

較
対
照
し
て
異
同
を
検
討
し
、
原
典
に
最
も
近
い
形
を
追
求
す
る
学
問
を
校
勘
学
と
い
い
、
書
誌
学
研
究
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　

御
書
の
伝
承
が
、
中
世
写
本
、
近
世
刊
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
だ
が
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
御
書
が
伝
承
の
過
程
で
変
化
を
生
じ
、
諸
本

に
よ
っ
て
異
同
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
真
蹟
現
存
の
場
合
、
現
代
で
は
写
真
版
と
し
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
真
実
の
文
字
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
写
本
の
伝
承
に
よ
る
も
の
は
、
相
違
が
見
ら
れ
た
と
き
に
真
実
を
追
究
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
と
も
言
え
、
宗
学・

宗
史
学
の
み
な
ら
ず
、

国
語
学
、
歴
史
学
な
ど
、
様
々
な
分
野
の
視
点
か
ら
テ
キ
ス
ト
の
追
究
が
検
討
さ
れ
て
い
る
事
情
も
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
諸
本
に
よ
っ
て
本
文
異
同
が
見
ら
れ
る
様
子
を
、
刊
本
『
録
内
御
書
』
の
諸
本
に
求
め
た
い
。
と
り
わ
け
、
各
本
の
表
記
の
特
徴
を
明

ら
か
に
し
た
い
。
既
に
、『
録
内
御
書
』
の
諸
本
に
お
い
て
文
章
が
相
違
す
る
様
子
は
、
久
成
日
相
の
『
御
書
和
語
式
』
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
本

書
は
、『
録
内
御
書
』
の
校
勘
学
を
追
求
し
た
典
型
的
な
書
物
と
し
て
指
摘
で
き
、
筆
者
は
以
前
に
こ
の
点
に
つ
い
て
紹
介・

考
察
を
試
み
た
〔
堀
部
⑦
〕。

日
相
の
『
御
書
和
語
式
』
も
参
考
に
し
な
が
ら
、『
録
内
御
書
』
の
表
記
の
相
違
を
示
し
て
み
る
。
な
お
、
以
下
本
文
の
引
用
中
に
引
か
れ
た
傍
線
は
表

記
の
相
違
を
、
ま
た
波
線
は
漢
文
の
配
置
の
相
違
を
、
そ
れ
ぞ
れ
筆
者
が
便
宜
上
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
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ア
、
古
活
字
版
諸
本
の
本
文
異
同

　

二
種
三
版
の
古
活
字
版
は
、
各
本
の
現
存
が
稀
少
で
あ
り
、
対
照
が
容
易
で
な
い
。
そ
の
数
少
な
い
中
か
ら
確
認
で
き
た
諸
本
よ
り
本
文
異
同
を
明

示
し
て
、
各
版
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
、
Ａ
本
と
Ｂ
本
の
比
較
で
あ
る
。
巻
十
六
の
『
兄
弟
抄
』
で
確
認
す
る
。
Ａ
本
は
東
洋
文
庫
所
蔵
本
、
Ｂ
本
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
に
よ

る
。

〈
Ａ	

本
〉
三
世ﾝ

ノ

諸
佛ﾝ
ハ

此
經ﾝ

ヲ

爲ﾝ

テ

師ﾝ

ト

成ﾝ

リ

正
覺ﾝ

ヲ

十
方ﾝ

ノ

佛
陀ﾝ

ハ

一
乗ﾝ

ヲ

爲ﾝ

テ

眼
目ﾝ

ト

引
導ﾝ

シ
玉
フ

衆
生ﾝ

ヲ

今
現ﾝ

ニ

入ﾝ

テ

經
藏ﾝ

ニ

見ﾝ

ニ

是ﾝ

ヲ

自ﾝ

リ

後
漢ﾝ

ノ

永
平
至ﾝ

テ

唐ﾝ

ノ

末ﾝ

ニ

所ﾝ

ノ

渡ﾝ

レ
ル

一
切
經
論
有ﾝ

リ

二
本
所
謂ﾝ

ル

舊
譯ﾝ

ノ

經ﾝ

ハ

五
千
四
十
八
巻
也
新
譯ﾝ

ノ

經ﾝ

ハ

七
千
三
百
九
十
九
巻
也
（
一
丁
オ
）

〈
Ｂ	

本
〉
三
世ﾝ

ノ

諸
佛ﾝ

ハ

此
經ﾝ
ヲ

師ﾝ
ト

シ
テ
正
覺ﾝ

ヲ

成ﾝ

リ

十
方ﾝ

ノ

佛
陀ﾝ

ハ

一
乗ﾝ

ヲ

眼
目ﾝ

ト

シ
テ
衆
生ﾝ

ヲ

引
導ﾝ

シ

給ﾝ

フ

今
現ﾝ

ニ

經
藏ﾝ

ニ

入ﾝ

テ

此ﾝ

ヲ

見ﾝ

ニ

後
漢ﾝ

ノ

永
平ﾝ

ヨ
リ

至ﾝ

テ

唐ﾝ

ノ

末ﾝ

ニ

所
渡ﾝ

レ
ル

一
切
經
論
二
本
ア
リ
所
謂
舊
譯ﾝ

ノ

經ﾝ

ハ

五
千
四
十
八
巻
也
新
譯ﾝ

ノ

經ﾝ

ハ

七
千
三
百
九
十
九
巻
也
（
一
丁
オ
）

　

文
章
の
相
違
は
送
り
仮
名
の
有
無
程
度
で
あ
り
、
内
容
に
関
わ
る
も
の
は
な
い
。
た
だ
、
漢
文
の
表
記
が
大
い
に
異
な
る
。
Ｂ
本
の
場
合
、
読
む
順

次
通
り
に
並
ん
で
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
Ａ
本
の
場
合
は
返
り
点
を
付
し
て
読
む
よ
う
な
漢
文
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
全
体
的

に
見
ら
れ
る
。

　

次
に
、
Ａ′
本
と
Ｂ
本
を
比
較
す
る
。
巻
二
十
六
の
『
一
昨
日
御
書
』
で
確
認
す
る
。
Ａ′
本
は
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
、
Ｂ
本
は
東
洋
文
庫
所
蔵
本

に
よ
る
。

〈
Ａ′	

本
〉
早
廻　

賢
慮ﾝ

ヲ

須ﾝ

ク

退
異
敵ﾝ

ヲ

安ﾝ

シ

世ﾝ

ヲ

安ﾝ

ス
ル
ヲ

國
為
忠ﾝ

ト

為
孝ﾝ
ト
文

是
偏ﾝ

ニ

為ﾝ

ニ

身ﾝ

ノ

不
述
之
為
君ﾝ

ノ

為
佛ﾝ

ノ

為
神ﾝ

ノ

為ﾝ

ニ

一
切
衆
生ﾝ

ノ

所
令
言
上
也
恐
恐

謹
言　

文
永
八
年
九
月
十
二
日
異
本
八
月

二
十
二
日
日
蓮
在
御
判
（
十
一
丁
オ
）

〈
Ｂ	

本
〉
早ﾝ

ク

廻　

賢
慮ﾝ

ヲ

須ﾝ

ク

退
異
敵
安ﾝ

シ

世
安ﾝ

ス
ル
ヲ

國
為ﾝ

シ

忠
為ﾝ

ス

孝ﾝ

ト
矣

是
偏ﾝ
ニ

為ﾝ
ニ

身ﾝ

ノ

不
迷
之
為
君
為
佛
為
神
為
一
切
衆
生
所
令
言
上
也
恐
恐
謹
言　

文
永
八
年
九
月
十
二
日　

日
蓮
在
御
判　
八
月
二
十
二
日
イ
（
十
一
丁
オ
）

　

Ａ′
本
に
多
く
の
傍
線
が
見
ら
れ
る
の
は
、
Ｂ
本
よ
り
も
送
り
仮
名
が
多
い
こ
と
に
よ
る
。
一
カ
所
「
述
」
と
「
迷
」
の
相
違
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
字
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形
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
採
字
ミ
ス
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
古
活
字
版
に
は
よ
く
あ
る
ミ
ス
で
あ
る
。
Ａ・

Ｂ
両
本
の
比
較
と
対
照

的
な
の
は
、
波
線
が
一
切
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
Ａ′
本
と
Ｂ
本
で
は
、
漢
文
の
並
び
が
酷
似
し
て
お
り
、
ま
た
全
体
的
に
も
表
記
の
相
違
が
そ
れ

ほ
ど
多
く
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
点
で
、
Ａ・

Ｂ
両
本
の
比
較
と
は
対
照
的
な
結
果
が
現
れ
る
。

　

続
い
て
、
Ａ
本
と
Ａ′
本
の
比
較
で
あ
る
。
巻
十
五
の
『
法
蓮
抄
』
で
確
認
す
る
。
Ａ
本
は
東
洋
文
庫
所
蔵
本
、
Ａ′
本
は
佼
成
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。

〈
Ａ
本
〉
此
國ﾝ
ヲ

如
何ﾝ

ニ

諫ﾝ

ム
レ

共
不ﾝ

レ
ハ

用
結
句ﾝ

ハ

入ﾝ

テ

人
身ﾝ

ニ

令ﾝ

メ

自
界
叛
逆
自ﾝ

リ

他
國
可
責
也
（
三
十
一
丁
オ
）

〈
Ａ′
本
〉
此
國ﾝ

ヲ

イ
カ
ニ
諫ﾝ

ム
レ
ト
モ

不ﾝ

レ
ハ

用
結
句ﾝ

ハ

入ﾝ

テ

人
身ﾝ

ニ

自
界
叛
逆
セ
シ
メ
他
國ﾝ

ヨ
リ

責
ヘ
キ
也
（
二
十
九
丁
オ
）

　

一
文
の
引
用
だ
が
、
漢
文
の
並
び
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
両
本
を
比
較
す
る
と
非
常
に
多
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
古
活
字
版

を
Ａ
と
Ｂ
で
種
別
し
て
い
る
の
は
、
活
字
の
種
類
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
活
字
が
同
じ
と
い
う
点
は
、
同
一
の
場
所
で
出
版
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
古
活
字
版
『
録
内
御
書
』
の
場
合
、
Ａ
種
本
で
は
表
記
の
相
違
が
多
く
、
底
本
が
異
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
点
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
か
、
現
状
で
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
〔
堀
部
⑥
〕。

　

一
方
、
Ａ′
本
と
Ｂ
本
に
は
極
め
て
似
た
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
古
活
字
版
各
本
の
本
文
異
同
か
ら
、
Ａ
種
本
に
つ
い
て
は
出
版
に
携
わ
っ
た
寺
院
、

人
物
、
も
し
く
は
書
肆
に
つ
い
て
は
、
未
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

イ
、
整
版
諸
本
の
本
文
異
同

　

次
に
、
整
版
の
本
文
異
同
か
ら
諸
本
の
特
徴
を
追
求
す
る
。

　

ま
ず
、
寛
永
十
九
年
版
と
寛
永
二
十
年
版
で
あ
る
。
寛
永
両
版
の
版
式
作
成
の
底
本
と
な
っ
た
古
活
字
版
Ａ′
本
が
現
存
す
る
巻
十
五
『
法
蓮
抄
』
で

確
認
す
る
。

〈
寛	

永
十
九
年
版
〉
畏ﾝ

テ

誓ﾝ

テ

云
自
今
以
後
不
可
書
外
典
ノ
文
字ﾝ

ヲ

等
／
云
云
彼
世
親
菩
薩
ノ

〈
寛	

永
二
十
年
版
〉
畏ﾝ

テ

誓ﾝ

テ

云
自
今
以
後
不
可
書
外
典ﾝ

ノ

文
字ﾝ

ヲ

等
云

　
云
／
一
日ﾝ

ニ

法
華
經ﾝ
ヲ

書
供
養ﾝ

ス

自ﾝ

シ
テ

是
我
朝ﾝ

ニ
モ

一
日
經ﾝ

ハ

／
始ﾝ

レ
リ

彼
世
親
菩
薩ﾝ

ノ
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〈
古	

活
字
版
Ａ′
本
〉
畏ﾝ

テ

誓ﾝ

テ

云
自
今
以
後
不
可
書
外
典ﾝ

ノ

文
字ﾝ

ヲ

等
云
　
云
／
一
日ﾝ

ニ

法
華
經ﾝ

ヲ

書
供
養ﾝ

ス

自ﾝ

シ
テ

是
我
朝ﾝ

ニ
モ

一
日
經ﾝ

ハ

／
始ﾝ

レ
リ

彼
世
親
菩
薩ﾝ

ノ

（
二
十
一
丁
オ
）

　

改
行
位
置
を
「
／
」
で
示
し
た
。
寛
永
十
九
年
版
と
二
十
年
版
で
は
、
対
照
す
る
と
同
じ
底
本
を
用
い
な
が
ら
多
く
の
表
記
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
寛
永
二
十
年
版
が
底
本
の
古
活
字
版
Ａ′
本
と
同
一
表
記
で
あ
る
の
だ
が
、
寛
永
十
九
年
版
で
は
、「
一
日
に
法
華
経
を
書
き

供
養
す
。
是
れ
よ
り
し
て
我
朝
に
も
一
日
経
は
始
ま
れ
り
」
と
い
う
文
章
が
割
愛
さ
れ
て
い
る
。『
法
蓮
抄
』
は
身
延
曽
存
の
御
書
で
、
心
性
日
遠
の
頃

に
は
既
に
一
部
が
欠
損
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
、
事
実
現
在
で
は
五
行
の
断
簡
が
本
圀
寺
に
所
蔵
す
る
（『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
歴
史
篇
』
一
〇
二
一
頁
）
ほ
か
、

二
行
や
一
行
の
断
簡
が
各
所
に
散
在
し
て
い
る
。
該
当
箇
所
の
真
蹟
は
現
存
せ
ず
真
実
は
不
明
だ
が
、
現
行
の
御
書
集
に
傍
線
の
一
節
は
割
愛
さ
れ
て

い
る
（『
定
本
遺
文
』
九
四
九
頁
、
な
ど
）。

　

続
い
て
、

〈
寛
永
十
九
年
版
〉
二
常
乞
食
三
一
座
食
四
常
露
座
五
富
什
盬
及
五
味

〈
寛
永
二
十
年
版
〉
二ﾝ

ニ
ハ

常
乞
食
三ﾝ

ニ

一
座
食
四ﾝ
ニ
ハ

常
露
座
五ﾝ

ニ

富
什
盬
及
五
味

〈
古
活
字
版
Ａ′
本
〉
二
常
乞
食
三
一
座
食
四
常
露
座
五
富
什
盬
及
五
味
（
二
丁
ウ
）

と
い
う
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
寛
永
十
九
年
版
は
底
本
の
古
活
字
版
Ａ′
本
と
全
く
同
一
で
あ
る
が
、
寛
永
二
十
年
版
で
は
、「
に
は
」
や
「
に
」
と
い

う
語
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
、
寛
永
二
十
年
版
の
特
徴
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
古
活
字
版
Ａ′
本
で
は
白
文
体
と
な
っ
て
い

る
部
分
に
対
し
て
、
寛
永
二
十
年
版
で
は
返
り
点
や
送
り
仮
名
を
付
し
て
読
み
や
す
く
改
善
を
試
み
て
い
る
。
例
え
ば
、
巻
一
の
『
立
正
安
国
論
』
は
、

寛
永
十
九
年
版
で
は
白
文
体
だ
が
、
寛
永
二
十
年
版
で
は
返
り
点
送
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
巻
一
の
古
活
字
版
Ａ′
本
は
現
存

し
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
白
文
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
寛
永
十
九
年
版
に
お
け
る
白
文
体
の
並
列
の
様
子
を
う
か
が
え
ば
納
得
で
き
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
底
本
の
古
活
字
版
Ａ′
本
に
対
し
て
、
寛
永
十
九
年
版
が
変
更
し
て
い
る
部
分
も
あ
れ
ば
、
寛
永
二
十
年
版
が
変
更
し
て
い
る
と
こ
ろ
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も
あ
る
。
ま
た
、
寛
永
両
版
が
揃
っ
て
同
一
の
表
記
に
変
更
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
寛
永
十
九
年
版
も
寛
永
二
十
年
版
も
、
版
下
を

作
成
す
る
際
独
自
の
対
校
本
を
用
い
て
改
訂
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
版
の
相
違
か
ら
も
異
な
っ
た
異
本
―
恐
ら
く
は
写
本

―
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
結
果
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
古
活
字
版
Ａ′
本
の
表
記
を
寛
永
十
九
年
版
に
求
め
る
こ
と
は
、
慎

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
寛
永
両
版
に
お
け
る
表
記
の
変
更
が
、
真
蹟
に
対
し
て
正
確
か
否
か
の
問
題
は
、
寛
永
十
九
年
版
の
方
が
真
蹟
に
近

づ
い
て
い
る
場
合
（
例
え
ば
、
巻
八
『
如
来
滅
後
後
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
』）
も
あ
れ
ば
、
寛
永
二
十
年
版
の
方
が
真
蹟
に
近
づ
い
て
い
る
場
合
（
例
え
ば
、
巻
二
十

二
『
聖
人
御
難
事
』）
も
あ
る
た
め
、「
以
御
正
本
校
之
畢
」
等
と
い
う
註
記
が
あ
る
か
ら
寛
永
二
十
年
版
の
方
が
真
蹟
に
近
い
表
記
で
あ
る
と
安
易
に
述
べ

る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
。
各
御
書
一
編
一
編
を
対
照
し
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
て
、
寛
永
二
十
年
版
は
、
法
華
宗
門
書
堂
に
よ
っ
て
版
権
が
買
い
取
ら
れ
、
以
後
寛
文
六
年
版
、
宝
暦
六
年
版
と
近
世
の
間
永
続
的
に
出
版
さ
れ

る
。
宝
暦
六
年
版
は
、「
宝
暦
修
補
本
」
と
謳
わ
れ
る
よ
う
に
多
数
の
変
更
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
巻
三
十
九
か
ら
三
点
ほ
ど
取
り
上
げ
る
。
ま

ず
、
二
丁
ウ
に
見
ら
れ
る
変
更
で
あ
る
が
、

〈
寛
永
二
十
年
版
〉
譬
如
有ﾚ

面
有ﾚ

鏡
則
有ｲ
像
現ｱ

如ﾚ

是
因ﾚ

作
便
有ｷ

無
作ｶ

云
　
云

〈 

宝
暦
六
年
版 

〉
譬
如
有ﾚ

面
有ﾚ

鏡
則
有ｲ
像
現ｱ
如ﾚ

是
因ﾚ

作
便
有ｲ

無
作ｱ

云
　
云

と
あ
る
。
寛
永
二
十
年
版
の
場
合
、
返
り
点
の
「
下
」
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
宝
暦
六
年
版
で
一・

二
点
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
二
十
一
丁
ウ
に
は
、

〈
寛
永
二
十
年
版
〉
爲ﾚ

令
メ　四
レ
人ﾝ

ヲ

知ﾝ

ラ

ｳ

顯
教ﾝ

ハ

勝ｲ

密
教ﾝ

ニ

ｱ

也

〈 

宝
暦
六
年
版 

〉
爲ﾚ

令
メ　三
レ
人ﾝ

ヲ

知ﾝ

ラ

ｲ

顯
教ﾝ

ヨ
リ

密
教
勝ﾝ

ル
ヽ
コ
ト
ヲ

ｱ

と
い
う
変
更
が
あ
る
。
漢
字
の
並
び
を
変
更
し
、
返
り
点
を
修
正
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
戒
躰
即
身
成
仏
義
』
の
一
節
で
、
真
蹟
が
現
存
し
な
い
た
め
、

い
ず
れ
が
正
し
い
並
び
な
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
三
十
六
丁
オ
で
あ
る
が
、
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〈
寛
永
二
十
年
版
〉
サ
テ
ハ
冬ﾝ

ノ

年ﾝ

ノ

北
如
何ﾝ

カ
ト

オ
ハ
シ
ツ
ル

〈 

宝
暦
六
年
版 

〉
サ
テ
ハ
冬ﾝ

ノ

年ﾝ

ノ

比
如
何ﾝ

カ
ト

オ
ハ
シ
ツ
ル

と
あ
る
。
北
を
比
（
こ
ろ
）
と
修
正
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
誤
記
を
訂
正
す
る
の
が
宝
暦
修
補
本
の
一
つ
の
特
徴
で
も
あ
る
。

　

以
上
の
巻
三
十
九
に
お
け
る
変
更
の
よ
う
に
全
体
的
に
差
異
を
確
認
し
た
と
き
、
例
え
ば
書
物
の
巻
数
の
変
更
や
天
皇
名
の
変
更
な
ど
は
あ
る
も
の

の
、
内
容
面
の
大
き
な
変
更
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
木
村
中
一
氏
は
、
寛
永
二
十
年
版
と
宝
暦
六
年
版
の
差
異
を
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
〔
木
村
〕。

ウ
、
新
発
見
の
覆
寛
永
十
九
年
版
の
表
記

　

筆
者
は
、
刊
本
『
録
内
御
書
』
の
調
査
の
過
程
で
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
寛
永
十
九
年
版
の
覆
刻
版
を
発
見
し
た
。
書
誌
学
の
立
場

よ
り
「
覆
寛
永
十
九
年
版
」
と
名
付
け
た
本
版
に
つ
い
て
、
巻
一
『
立
正
安
国
論
』
の
対
照
よ
り
、
同
版
の
表
記
上
の
特
徴
を
述
べ
る
。
四
点
の
対
照

を
掲
げ
る
。

①
〈
寛
永
十
九
年
版
〉
唐
武
宗
皇
帝
会
昌
示
年

〈
寛
永
二
十
年
版
〉
唐
武
宗
皇
帝
会
昌
元
年

〈 

覆
十
九
年
版 

〉
唐
武
宗
皇
帝
会
昌
元
年

〈　

真　
　

蹟　

〉
唐
武
宗
皇
帝
会
昌
元
年
（
十
四
丁
ウ
）

②
〈
寛
永
十
九
年
版
〉
貴
西
土
之
仏
駄

〈
寛
永
二
十
年
版
〉
貴
西
土
之
仏
陀

〈 

覆
十
九
年
版 

〉
貴
西
土
之
仏
陀

〈　

真　
　

蹟　

〉
貴
西
土
之
仏
駄　
（
十
一
丁
ウ
）

③
〈
寛
永
十
九
年
版
〉
主
人
曰
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〈
寛
永
二
十
年
版
〉
主
人
云

〈 

覆
十
九
年
版 

〉
主
人
曰

〈　

真　
　

蹟　

〉
主
人
曰
（
二
十
二
丁
オ
）

④
〈
寛
永
十
九
年
版
〉
於
阿
鼻
地
獄
受
大
若
悩

〈
寛
永
二
十
年
版
〉
於
阿
鼻
地
獄
受
大
苦
悩

〈 

覆
十
九
年
版 
〉
於
阿
鼻
地
獄
受
大
若
悩

〈　

真　
　

蹟　

〉
於
阿
鼻
地
獄
受
大
苦
悩
（
二
十
五
丁
オ
）

　

そ
れ
ぞ
れ
を
解
説
す
る
と
、
ま
ず
①
は
、
寛
永
十
九
年
版
が
真
蹟
と
は
異
な
る
「
示
」
と
い
う
表
記
を
し
て
い
た
が
、
寛
永
二
十
年
版
で
は
真
蹟
と

同
一
に
変
更
し
て
お
り
、
覆
寛
永
十
九
年
版
で
も
同
様
に
変
更
し
て
い
る
。
②
は
、
真
蹟
と
同
一
表
記
が
寛
永
十
九
年
版
だ
が
、
覆
寛
永
十
九
年
版
で

は
誤
っ
て
い
る
寛
永
二
十
年
版
の
表
記
に
変
更
し
て
い
る
。
③
は
、
寛
永
二
十
年
版
の
み
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
真
蹟
と
同
一
表
記
で
あ
る
。

④
は
、
全
刊
本
が
真
蹟
の
表
記
と
相
違
す
る
事
例
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
寛
永
十
九
年
版
も
寛
永
二
十
年
版
も
、
真
蹟
と
相
違
す
る
表
記
が
あ
る
の
だ
が
、
覆
寛
永
十
九
年
版
も
寛
永
十
九
年
版
や
寛
永
二

十
年
版
の
表
記
と
同
一
に
し
て
、
真
蹟
の
表
記
と
同
一
に
な
っ
た
り
逆
に
改
悪
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
例
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
相
違
は
一
部
だ
が
、

一
抄
全
体
で
確
認
し
た
と
き
、
覆
寛
永
十
九
年
版
は
版
式
が
寛
永
十
九
年
版
そ
の
ま
ま
で
あ
り
な
が
ら
、
寛
永
二
十
年
版
の
表
記
に
改
め
る
事
例
が
極

め
て
多
い
。
も
っ
と
も
わ
か
り
や
す
い
事
例
が
、
覆
寛
永
十
九
年
版
で
は
抄
末
に
真
蹟
や
日
通
の
真
蹟
対
校
本
と
対
照
し
た
と
い
う
註
記
を
付
加
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
対
照
結
果
に
基
づ
い
た
と
き
、
覆
寛
永
十
九
年
版
が
寛
永
十
九
年
版
の
版
式
を
用
い
な
が
ら
も
、
寛
永
二
十
年
版
の
表

記
を
参
考
に
改
め
た
断
言
で
き
る
の
で
あ
る
〔
堀
部
①
〕。
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エ
、
諸
版
の
本
文
異
同
に
関
す
る
ま
と
め

　

古
活
字
版
で
は
、
活
字
の
同
種
と
認
め
ら
れ
る
Ａ
本
と
Ａ′
本
に
は
、
漢
文
体
の
表
記
に
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
Ｂ
本
を
当
て
は
め
る
と
、

Ａ′
本
と
近
似
す
る
一
方
で
、
Ａ
本
と
は
相
違
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
Ａ
本
は
Ａ′
本・

Ｂ
本
に
比
べ
特
異
的
な
表
記
が
目
立
っ
た
。
し
か
し
Ａ
本
は
現

存
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
発
見
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
本
文
異
同
の
検
討
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
整
本
で
あ
る
が
、
古
活
字
版
Ａ′
本
を
版
式
の
底
本
と
し
て
い
る
が
、
寛
永
十
九
年
版
も
寛
永
二
十
年
版
も
、
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
対
校
本
を

基
に
、
改
め
る
べ
き
表
記
を
独
自
に
改
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
寛
永
二
十
年
版
に
は
正
本
や
日
通
の
真
蹟
対
校
本
と
対
照
し
た
と
い
う

註
記
が
あ
る
御
書
が
多
数
あ
る
も
の
の
、
そ
の
表
記
が
必
ず
し
も
真
蹟
と
同
一
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

寛
永
十
九
年
版
の
後
継
と
な
る
覆
寛
永
十
九
年
版
で
は
、
独
自
に
表
記
を
改
め
て
い
る
が
、
寛
永
二
十
年
版
を
基
に
大
き
く
表
記
を
改
め
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
寛
永
二
十
年
版
の
後
継
と
な
る
宝
暦
六
年
版
で
は
、
文
字
の
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
た
。

　

以
上
示
し
た
よ
う
に
、
刊
本
の
諸
版
に
お
い
て
本
文
異
同
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
も
簡
単
な
が
ら
紹
介
し
て
き
た
。

　

科
学
的
な
研
究
方
法
が
移
入
さ
れ
た
近
代
以
降
、
御
書
は
真
蹟
の
存
不
が
主
体
と
な
っ
て
真
偽
判
断
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
内
容
的
に
判

断
し
て
用
い
る
べ
き
と
い
う
方
向
性
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
過
程
の
中
で
、
御
書
の
諸
版
に
本
文
異
同
が
あ
る
こ
と
は
、
少
な
か
ら
ず
認

識
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

と
は
い
え
、
例
え
ば
『
万
葉
集
』
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
と
い
っ
た
、
奈
良
時
代
や
平
安
時
代
に
成
立
し
た
書
籍
は
、
長
い
期
間
の
写
本
伝
承
に
よ

る
展
開
か
ら
大
き
な
本
文
異
同
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
写
本
の
系
統
立
て
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
御
書
は
日
蓮
聖
人
滅
後
以
来

近
世
ま
で
の
お
よ
そ
三
百
年
程
度
の
期
間
が
写
本
伝
承
の
中
心
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
に
展
開
し
た
本
文
異
同
は
、
他
の
古
典
と
比
較
す
る
と
そ
れ
程

大
き
な
差
異
は
考
え
ら
れ
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
諸
本
間
の
系
統
を
検
討
す
る
ほ
ど
グ
ル
ー
プ
分
け
で
き
る
よ
う
な
大
き
な
異
同
を
期
待
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
小
さ
な
相
違
の
中
か
ら
、
少
し
ず
つ
検
討
す
る
し
か
な
い
。
も
う
一
つ
は
、
抄
毎
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
が
相
違
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
刊
本
は
こ
れ
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
総
体
的
な
視
座
よ
り
系
統
立
て
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
近
世
に
お
け
る
御
書
に
関
す
る
書
籍
の
出
版
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
紙
数
の
都
合
上
、
提
示
し
た
内
容
は
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
ひ
と

ま
ず
本
稿
で
述
べ
た
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
近
世
初
期
は
、
古
活
字
版
や
整
版
の
度
重
な
る
出
版
事
情
か
ら
、『
録
内
御
書
』
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
時
代
の
経
過
に
よ

り
、『
録
外
御
書
』
も
出
版
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
近
世
後
期
に
な
る
と
、
録
内・

録
外
の
種
別
か
ら
、
目
次
が
出
版
さ
れ
、
次
第
に
編
年
体
に
よ
る
見
方

が
主
流
と
な
る
。
そ
し
て
、
御
書
の
出
版
も
編
纂
方
法
が
編
年
体
に
変
化
し
て
、
小
川
泰
堂
の
『
高
祖
遺
文
録
』
の
出
版
を
見
、
近
代
の
御
書
集
へ
と

展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
御
書
の
テ
キ
ス
ト
も
録
内・
録
外
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
出
版
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
要
文
集
が
早
い
段
階
か
ら
出
版
さ
れ
、
近
世
で

は
数
点
の
要
文
集
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
さ
ら
に
は
、
注
釈
書
も
出
版
さ
れ
る
。『
録
外
御
書
』
に
対
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
主
体
と
な
る

の
は
『
録
内
御
書
』
で
あ
り
、
ま
た
個
別
の
御
書
の
注
釈
も
あ
る
が
、『
立
正
安
国
論
』
が
多
く
、
や
は
り
『
録
内
御
書
』
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
事
情

も
判
明
し
た
。
た
だ
し
、
個
別
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
、『
十
王
讃
歎
抄
』
が
比
較
的
早
い
段
階
で
出
版
さ
れ
た
ほ
か
、
録
外
に
属
す
る
御
書
が
い
く
つ
か

個
別
に
出
版
さ
れ
た
事
情
も
確
認
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
世
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
の
整
理
に
よ
り
、
門
下
に
お
け
る
時
期
的
な
『
御
書
』
へ
の
対
応
方
法
が
確
認
で
き
た
。
出
版
と
御
書
と

い
う
視
点
よ
り
、
近
世
初
期
の
古
活
字
版
の
出
版
と
日
蓮
門
下
の
関
わ
り
、
出
版
さ
れ
た
書
籍
と
日
蓮
門
下
の
対
応
な
ど
、
出
版
史
と
日
蓮
門
下
の
関

係
性
は
、
極
め
て
重
要
な
研
究
課
題
と
指
摘
し
た
い
。

　

こ
の
他
、
御
書
が
各
版
に
お
い
て
表
記
に
相
違
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
御
書
の
真
偽
問
題
、
そ
こ
に
は
表
記
の
問
題
も
大
き
く
関
わ
る
が
、
そ

う
し
た
課
題
は
日
蓮
門
下
に
あ
っ
て
は
永
遠
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
近
世
を
含
め
た
書
誌
学
的
研
究
は
重
要
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
、
提
唱
し
た
い
。
筆
者
も
、
引
き
続
き
こ
う
し
た
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。
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【
付
記
】

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十
七
日
、
東
京
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
七
十
六
回
日
本
宗
教
学
会
学
術
大
会
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
蓮
遺
文
の
編
纂
と
刊

行
」
で
「
近
世
に
お
け
る
『
御
書
』
出
版
の
展
開
」
と
題
し
て
発
表
し
た
内
容
に
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
パ
ネ
ル
の
構
成
員
の
先
生
方
に
は
、
開
催
当
日
に
至
る
ま
で

種
々
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
と
り
わ
け
代
表
の
三
輪
是
法
先
生
に
は
、
発
表
に
対
し
て
『
宗
教
研
究
』
九
一
巻
別
冊
（
二
〇
一
八
年
）
に
コ
メ
ン
ト
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。

記
し
て
学
恩
に
深
謝
し
た
い
。
ま
た
、
当
日
ご
質
問
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
に
も
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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